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Shade3Dの最新機能
と今後の展望



アジェンダ
 Shade3Dの特徴
 Shade3D Ver.20シリーズのご紹介
 Shade3D公式ガイドブック2020のご紹介
今後の展望
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Shade3Dとは？
統合型3Dコンテンツ制作ソフト

モデリング レンダリング アニメーション 3Dプリント

Shade3Dのみで3Dコンテンツの制作が完結

teeva design 藤田敬了アトリエネット矢谷竜也
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Shade3Dの特徴
ル・コルビジェのシェーズ・ロングの作例にShade3Dの特徴が現れています。
光沢のあるパイプによる滑らかな造形、
しっとりとしたレザーの質感、
複数の光源が床に生み出した濃淡のある柔らかな陰影、
これらの表現はShade3Dならではのものです。
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Shade3D使用分野

建築パース インテリアデザイン

VRプロダクトデザイン

佐藤雅克（スタジオブロック建築デザイン）

アートディレクター 田村吾郎
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コンテンツの最適化
小さなものから
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コンテンツの最適化
大きなものまで
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コンテンツの最適化
広い空間まで
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NURBSにも対応

ACSP主催の3DCAD機能の性能は、3次元CAD利用技術者試験１級の推
奨ソフトとしての折り紙付き

NURBSモデリング機能

＊ACSPは一般社団法人コンピュータ教育振興協会の通称です。



多言語対応
日本語 英語 簡体字中国語 繁体字中国語



Shade3D Ver.20の新機能
 PBR（物理ベースレンダリング）

 リニアワークフロー
 PBRマテリアル対応
 キューブマップ対応

 ワークフローの改善
 3Dアノテーション
 ブロックUIプログラミングツール



新機能：リニアワークフロー
 Shade3D Ver.19 デフォルト設定

 直接光と比較して間接光が弱くなり、室内パースが暗くなりやすい



新機能：リニアワークフロー
 Shade3D Ver.19 アーティストによる調整後

 調整には高度な知識、感性、多くの工数が必要



新機能：リニアワークフロー
 Shade3D Ver.20 デフォルト設定

 視覚が感じる色と光の物理的なエネルギーの差異を計算



新機能：リニアワークフロー

Ver.19 デフォルト設定

Ver.20 デフォルト設定

Ver.19 アーティストによる調整後

入力ガンマ補正 色補正Ver.19

Ver.20 リニアワークフロー

光源調整



デモンストレーション
リニアワークフロー



新機能：PBRマテリアル対応
 習得が不十分な場合、 Shade3Dマテリアルはシーンに依存した設定になりやすい

Shade3Dマテリアル PBRマテリアル



新機能：PBRマテリアル対応
 習得が不十分な場合、 Shade3Dマテリアルはシーンに依存した設定になりやすい

Shade3Dマテリアル PBRマテリアルShade3Dマテリアル PBRマテリアル

PBRマテリアルは
シーン依存の設定にならない



新機能：PBRマテリアル対応
 適切な設定をするには複数のパラメータを調整する必要があった
（知識＋経験＋テクニック＋工数）

Shade3Dマテリアル PBRマテリアル



新機能：PBRマテリアル対応
 適切な設定をするには複数のパラメータの調整など、工数が多くなる

Shade3Dマテリアル PBRマテリアルShade3Dマテリアル PBRマテリアル

PBRマテリアルは
単純、短時間での調整が可能



新機能：PBRマテリアル対応
Shade3Dマテリアル PBRマテリアル

メタルネス・ラフネスワークフロー
(Disney原則BRDFベース、glTF互換)
従来よりパラメータが減少

VR-NEXT レンダリングエンジン互換



デモンストレーション
 PBRマテリアルによる質感表現



新機能：ホリゾンタルクロス対応

ホリゾンタルクロス

球投影(Equirectangular)

ライトプローブ

バーティカルクロス

[新機能]



機能強化：ワークフローの改善
 従来のワークフロー：用途別にデータを用意

オリジナル

レンダリング用

イメージ

データ交換用

UC-win/Road など

3ds、FBX調整作業

調整作業



 PBRの強化によるワークフロー改善

機能強化：ワークフローの改善

オリジナル

イメージ
UC-win/Road

VR-NEXT

3ds、FBX、DXFなどの主要な形式

UC-win/Road動的連携(今後対応)
glTF(今後対応)レンダリング



新機能：3Dアノテーション
 寸法線の表示
 BIM/CIM対応の第一弾



デモンストレーション
 3Dアノテーション



ブロックUIプログラミングツール

 2017年3月に文部科学省が新しい学習指導要領を公示
 プログラミング教育の必修化

 プログラミング的思考(論理的思考)

 コンピュータのよさを知り、主体的に活用する態度を育む

 各教科の学びを深めるための新たなアプローチ

子供たちが将来に向けて育むべき能力

知識、技能 思考力、判断力、表現力 学びに向かう力、人間性

http://www.mext.go.jp/
http://www.mext.go.jp/


ブロックUIプログラミングツール
 2020年からのプログラミング教育必修化に対応
 教育分野での利用が拡大しているブロック型のインターフェースを用いて、
マウス操作でフローチャートを作りプログラミング可能とするツール（プ
ラグイン）



ブロックUIプログラミングツール
 Shade3Dでの作業を自動化



デモンストレーション
ブロックUIプログラミングツール



Shade3D公式ガイドブック2020
 これはビギナーからプロフェッショナルまで製作現場で幅広く利用された
実践的なテクニックや、開発・テクニカルサポートのShade3D ナレッジ
ベースに集積された知識を書籍用にわかりやすく再構築したガイドブック
です。



Shade3D公式ガイドブック2020



Shade3D公式ガイドブック2020



Shade3D公式ガイドブック2020



Shade3D公式ガイドブック2020



Shade3D公式ガイドブック2020



Shade3D公式ガイドブック2020



Shade3D公式ガイドブック2020

会場特典
割引販売中



今後の技術動向
 リアルタイムレイトレーシング

 モデリングと同時にフォトリアルな画像をGPUでリアルタイム生成

 AI
 ディープラーニングによってノイズを低減する

 モデリングの時間を短縮する（コスト削減）

 VRモデリング
 VRの利用拡大とともに、VRでの利用を前提としたモデルの需要拡大

 VRで確認しながらのモデル編集



今後の課題：連携
 UC-win/Road

 モデリングデータの動的連携
 3DSの自動判定、カメラ、属性を維持して読み込み

 VR-NEXT レンダリングエンジン
 glTFによるデータ交換
 PBRマテリアル対応

 3D配筋CAD
 モデリングデータの動的連携

 FEM解析
 FEMLEEGとの連携
 解析情報の受け渡し

 線形対応



今後の展望：開発予定
 Shade3D Ver.20.1 (2020/02)

 UC-win/Roadとの動的連携

 大規模シーン向けレンダリング計算精度改善

 3Dプリントアシスタント強化

 ブロックUIプログラミングツールの強化



今後の展望：開発予定
 ブロックUIプログラミングツール Ver.20.1

 三角関数等の操作、演算ブロック追加

 アニメーション制御ブロックの追加

 ユーザーインターフェース作成ブロックの追加

 ブロックで作成したツールのShade3D組み込み機能



今後の展望：開発予定
 Shade3D Ver.21 (2020/07)

 PBRマテリアル強化

 レンダリング速度改善

 広色域カラーマネジメント対応

 3Dアノテーションの強化

 CAD機能の強化、改善
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